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モのため本報告においては、最も白

寿式として、堰綽的～駒岡増さ試験て

顛藍斐鮭登凱　衝楽章既報蝶番試畿習
ゎをモれぞれ測定することにし・－　モの

タをコンピュータで熱球するととも！・享

よらこたわらないという鯨1彙持†1こ軋卜持取

去持ち、柑料試験の－－・黙熱として工業的に広
れている・
滞筈≡、高藤草緒科や礫台村斡壌藍碍農事澄

渡依存性を帝晋苺拷料私　費碍飽碍斬紫紺
広疇韓蛮韓熟の時軽穂襟善悪封終ぞ轟凱
就農構苺研削ま蓋畢よ酢毎も藤野藍啓弛

も餅菅苦行う新港牽歩留的穫蕃賦駿機番
モの詞用性と可能性について述べた・

凱∴酪酸型番担碍硬蓉妖艶機牒儲爛‥撃摘
2，l基本楕適　　任子への渾泰魚碑方法として

はいろいろあるが．農大持前を980川村度とし、ひすみ
遠席の朝粥の嘗幕さ、繹轟の設定の啓車重か凱皐ジ
・ナット潜式の機構酌動力伝達襲濫専輝拘留る鵡尊影
萎ま動力転連の損盤を密なくず苺た癖学監軍部醐捗謁ク

リュ一斗シとし、さらにクロスヘリドのプレを鱒lし守
去ため、クロスヘッドと糠持との洞に鵡縄運動軸萱を
組み込む蓉
芸碍瀬式で凱庄子番猷科申彗押込み患者鮭鮮晋保
持する定莞鎧様式が剰御し敬い鈍締込みの問圧革帯

療養山寵に楳誓孟う軌礎盤の蝶番試験藍開襟な壁将
轟様式も計装化藍詔ンピ温榊李朝酎芸よ琴噂純藍音る
（図1．L：挿奥・d：変位）
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2・3　動力港　　抗戦機の勤力漕としては、
変動による回転速度の影響がないこと、コンビュ

轟錦
傍
パ㍗

による削闘が容鴇であり、檀勤も少ないという点かち
5相ステッピングモータを採用する・
萱・感　謝襲撃夢冒釣硬さ拭鞍操蕃捧　　芸艶ちの
設計にしたがって、園2に示すような計♯軍事牒的覆

さ拭験機を拭押した．
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